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新型インフルエンザ
ふるさと歴史散歩
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大森盛長彦七は、延元元年（１３３６）の「湊川の戦い」に、足利尊氏方の水軍の武将・河野通盛に従い参戦した。
３５歳であったという。「太平記」はこの時の彼について、「手痛く軍し、楠正成に腹を切らせし者なり」と記してい
る。大森彦七は、この時の戦功により砥部庄に合わせて松前庄を領することとなった。大森氏は、長年にわたり砥
部千里城に拠りこの地方を支配したが、天正１０年（１５８２）、２１代にして城を去った。谷上山宝珠寺には彦七の甲冑、
大山祇神社には彼の野太刀が奉納されている。子孫の記録としては、大森子陽（良寛の師）や北条の蓮福寺に小川
氏の名が残る。「大事金蓮寺」や「矢取川事件」の伝承もあり、松前史談会が重ねて
砥部町に大森彦七の史蹟を訪ねるのはそのためである。

� 赤坂泉
まずは、ここで腰をおろして本日の作戦会議。昔は、頂に八倉城があったとい
う金生山を南に見る。重信川の堤にあがると爽やかな風とすがすがしい川面。泉
の語る歴史が、１日の元気をくれた。ここは桜の名所でもある。
� 大森彦七供養堂・新供養堂
正徳２年（１７１２）、麻生の庄屋田中権内が五本松村や川井村などから協力者を得

て建立した。彦七は、誠心無比・大力無双といわれた英雄であったが、南朝正統
論が強まると楠正成を討った逆賊と見なされた。供養塔の塔身が３つに折れ、関
係資料が極端に少ないのはそのためだという説もある。新供養堂は、最近になっ
て近くのわかりやすい場所に建立された。

女負うて川渡りける朧月 正岡子規
道ばたに大森彦七曼珠沙華 富安風生
彦七の塔とて露の葎かな 村上霽月 以下は次号。

６月１３日（土）は、「松山市松前町」を訪ねます。８時３０分、松前町役場南駐車場
集合。

問 松前史談会（鷲野）�９８４－５４３９（０８０－５６６６－５４３９）

大大森森彦彦七七ゆゆかかりりのの地地をを訪訪ねねるる
（松前史談会レポート）
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▲大森彦七供養塔
３つに折れた塔身の説明をす
る篠崎副会長

▲新供養堂
公園風に整備され、「陶街道五
十三次」の幟が見える。
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